
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第３２回阿南市活竹祭企業協賛取扱要領
（趣旨）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１条　この要領は、第３２回阿南市活竹祭（以下「活竹祭」という。）について、開催の趣旨に賛同する企業等から協賛の申し出があった場合の取扱いに関して、必要な事項を定めるものとする。
（協賛の種別）

第２条　協賛の種別は次のとおりとする。
1 協賛金
2 協賛物品
3 その他、会長が認めるもの
（募集）

第３条　協賛の募集は、阿南市（活竹祭）のホームページ、文書による依頼、訪問等によるものとする。
（協賛への謝意）
第４条　阿南市活竹祭実行委員会会長（以下「会長」という。）は、企業等から協賛金の提供を受けたときは、沿道等への企業等ＰＲのぼりの設置やステージバックパネルへの広告掲載を行う。
２　会長は、企業等から協賛物品の提供を受けたときは、イベント内でのスポンサー紹介や広告掲載等を行う。
３　のぼりや広告（以下「協賛広告」という。）の設置及び掲載を行う場所等は会長が定めるものとする。また、次の各号のいずれかに該当する場合は、協賛として受け入れないものとする。
1 活竹祭の趣旨に反するもの
2 法律等に違反するもの又はその恐れのあるもの
3 公序良俗に反するもの又はその恐れのあるもの
4 政治活動、宗教活動等に関係するものであると認められ
るもの
5 個人を宣伝する目的のものと認められるもの
6 反社会的勢力と認められるもの
7 その他、会長が適当でないと判断するもの
（申込方法）

第５条　協賛の申込方法については、次のとおりとする。
協賛の申込みは、活竹祭協賛申込書（様式第１号）により行う。
２　阿南市活竹祭実行委員会（以下「実行委員会」という。）は、協賛金を受け入れたときは、活竹祭協賛金受領証明書（様式第２号）を、協賛物品を受け入れたときは、活竹祭協賛物品受領証明書（様式第３号）を協賛者へ発行する。
（区分）

第６条　協賛金については、活竹祭の事業費に充てるものとし、協賛物品については、来場者への無料配布や活竹祭運営に関する諸物品として活用するものとする。
　（協賛広告等の決定）
第７条　会長は、第５条の申込書の提出を受けた場合は、速やかに協賛広告等の可否を決定する。
２　会長は、前項の可否を決定したときは、活竹祭協賛広告等決定通知書（様式第４号）又は活竹祭協賛広告等不決定通知書（様式第５号）により、当該申込者に通知する。

３　会長は、当該申込者が第４条に規定するのぼり設置や広告
掲載が設置・掲載できる限度を超えた場合は、次の順位により決定する。
1 第１順位　活竹祭の協賛企業の広告
⑵　第２順位　国又は地方公共団体が出資し、又は出損している法人又は団体の広告
⑶　第３順位　公益法人及び公益的団体の広告（前号に掲げるものを除く。）
4 第４順位　私企業のうち公益的性格を有する企業広告（
前号に掲げるものを除く。）
5 第５順位　私企業又は事業を営む個人の広告（前号に掲
げるものを除く。）
6 第６順位　前各号に掲げるもの以外の広告
４　前項の規定によっても順位が同じ広告が複数あることによ
り、掲載する広告を決定できないときは、抽選により決定する。

（協賛広告料）

第８条　協賛広告料は、別表１のとおりとする。
２　協賛広告料は、第７条の規定により協賛広告等決定通知書を受けたもの（以下、「広告主」という。）は、会長が指定する期日までに一括納付するものとする。ただし、特別な理由があると委員長が認めた場合は、この限りではない。
３　協賛金は、原則、実行委員会が指定する口座へ振込払いとする。
（協賛広告の内容の変更）

第９条　会長は、協賛広告等決定後の事情変更等により、協賛広告の内容、デザイン等（以下、「協賛広告の内容等」という。）が掲載の範囲に抵触し、又はその恐れがあると認められるときは、広告主に対し協賛広告の内容等の変更を求めることができる。
２　広告主が協賛広告の内容等の変更を希望する場合は、会長が定める日までに、活竹祭協賛広告内容等変更申込書（様式第６号）（以下、「変更申込書」という。）を会長へ提出し、会長の決定により協賛広告の内容等を変更することができる。また、変更申込書の提出の際には、変更後の協賛広告を添えるものとする。
３　第７条の規定は、前２項の規定による協賛広告の変更について準用する。

（協賛広告の取下げ）

第１０条　自己の都合により協賛広告の取下げを求める場合は、広告主は会長が定める日までに、活竹祭協賛広告取下げ申出書（様式第７号）を会長へ提出するものとする。ただし、既に納付された協賛広告料については、これを返還しないものとする。
（協賛広告決定の取消）

第１１条　会長は、次のいずれかに該当する場合は、第７条に規定する決定を取消すことができる。
1 会長が指定する期日までに協賛広告料を納付しなかった
とき。
2 会長が指定する期日までに協賛広告を提出しなかったと
き。
⑶　第９条における協賛広告の内容等の変更に対し、広告主が応じないとき。

 （広告主の責務）

第１２条　広告主は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。
1 協賛広告の内容等に瑕疵、虚偽、誤記等がないこと。
2 協賛広告の内容等が第三者の権利を侵害するものでない
こと。
3 協賛広告に関連する財産権について、その権利処理が完
了していること。
4 協賛広告に関し、第三者からの苦情若しくは被害の申立
て又は損害賠償の請求があったときは、広告主の責任及び
負担により解決するものとする。
5 広告主は、協賛広告の表示内容等について法令等の規制
がある場合は、該当法令等を遵守しなければならない。
（協賛金の還付）

第１３条　納付された協賛金は返還しない。ただし、広告主の責めに帰さない理由により協賛広告できない場合は、納付済みの協賛広告料を当該広告主に返還する。
（その他）

第１４条　この要領に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。

附　則

この要領は、令和５年１１月１日から施行する。
（別表１）

協賛広告料

	品名
	内容
	協賛金額

	①のぼり設置
※のぼりを企業等で用意する場合（３本セット）
	会場沿道等へ企業ＰＲのぼりを設置する。
	１５，０００円

	②のぼり設置
※のぼりを実行委員会で用意する場合（３本セット）
	会場沿道等へ企業ＰＲのぼりを設置する。
	３０，０００円

	③広告掲載
	ステージバックパネルへ企業広告を掲載する。
	１口　２０，０００円（最大５口まで可）


